
2024【ブラッシュアップコース】

副題

授業の到達目標

授業の概要

第1回目

第2回目

第3回目

第4回目

第5回目

第6回目

第7回目

第8回目

第9回目

評価項目 配分（％） 評価の観点

各回のミニレポート 80% ４00字程度の感想

授業への貢献度 20% 主体的な参加態度

履修生への
メッセージ

教科書

参考書

自分自身の将来に関する様々なイベントを知り、柔軟に適応し、その生涯を常に前
向きに進んで行ってもらいたいと思っています。受け身になって聴くのではなく、学ん
だ社会資源について調べ、今後起こりうるリスクに備えていただければと思います。

なし（講義ごとに資料を配布する）

男女参画白書（男女共同参画局）

女性と災害（京都市男女共同参画推進センター）

社会資源活用のすすめ

評価方法

人生の荒波を最小限に生きるヒント

社会人として生活するなかで、出産・育児・就労のなかでのさまざまな試練、疾患や災害など様々なライフ
イベントなどがある。生涯にわたって起こるイベントにはリスクがあることを予め理解しておくことで、様々
な機関や団体を知り、ネットワークの大切さを知り、ネットワークの大切について学び、リスクを最小限に
留めることができる。

本講義は、自身のライフイベントとそれに伴う様々なリスクを理解し、そのリ
スクへの対処方法には地域社会にある様々な社会資源（フォーマル・イン
フォーマル）を活用し、自身も柔軟なネットワークをもつことが必要であること
を学ぶ。

授業の計画

イントロダクション

おとなの発達障害（発達支援センター）

メンタルヘルス（精神保健福祉士）

出産と職場復帰（保育士）

離婚・ハラスメント・労働災害（弁護士）

女性特有の疾病と予防（医師）

社会資源とネットワーク

科目名/授業形態 ライフイベントとリスクマネージメント/オンデマンド

開講日程（学期・曜日・講時） 10/2以降順次アップ

担当者 岡﨑昌枝


